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令和 5 年 1 ⽉ 23 ⽇ 
 

教務情報担当者のための教育の内部質保証セミナー 
 

九州⼤学 基幹教育院 次世代型⼤学教育開発センター 
 

１．はじめに 

教育の内部質保証システムの運⽤に際しては、個⼈（授業）レベル、組織（カリキュラム、学位
プログラム）レベルでの組織的かつ継続的な改善活動が求められていますが、実際にはカリキュ
ラムはどのように運営されているのでしょうか。我が国において、各⼤学にどの程度カリキュラ
ム運⽤担当者が配置されているのかは分かりませんが、少なくともカリキュラムを運⽤するため
の⽀援者は数多く配置されています。そのなかで教務情報システムは、授業、成績、学籍など学
⽣の基礎情報を蓄積し、教務を運営するために必須の仕組みである⼀⽅、カリキュラム運⽤上の
課題に直⾯するシステムであるとも⾔えます。 

そこで、教務情報担当者（教務情報システムの運⽤担当者、カリキュラム・マネジメントに携
わる現場の教員集団と連携されている⽅等）が⾃⼤学のさまざまな課題を持ち寄り、他⼤学の担
当者と共有、協議することで解決のための⽷⼝をつかめれば、我が国のカリキュラム・マネジメ
ントの向上の⼀助になるのではないか、と考えました。また、特に教育の継続的・組織的な改善
のための⼈材育成を進めている４つの団体がこれまで得られた知⾒を教務情報担当者に提供する
ことで、教育改善を指向したカリキュラム運⽤マインドの醸成にもつながると考えられます。 

このようにカリキュラム・マネジメントの現状や課題を整理することで、我が国のカリキュラ
ム・マネジメント、即ち、教育の内部質保証を推進させるヒントが得られるのではないだろうか、
と考え、このセミナーを企画しました。 
 
２．開催団体 

以下４団体による共同主催とします。 
・⼤学評価コンソーシアム 
・九州⼤学 基幹教育院 次世代型⼤学教育開発センター（次世代型⼤学教育開発拠点） 
・愛媛⼤学 教育・学⽣⽀援機構教育企画室（教職員能⼒開発拠点） 
・名古屋⼤学 ⾼等教育研究センター（質保証を担う中核教職員能⼒開発拠点） 

 
３．対象者 

 ⼤学等において、次のいずれかの業務に３年以上従事された経験がある⽅（定員 30 名） 
(1) 教務情報システムの運⽤などに携わった経験を持つ⽅（技術的な課題については原則的

に取り扱いません。特に、教務情報システムとカリキュラムの運営の双⽅に関⼼を持つ
⽅を主たる対象者として想定しています）。 

(2) カリキュラム・マネジメントに携わる現場の教員集団と情報交換や意⾒交換を⾏ってい
る⽅で、カリキュラムの内容に関する課題について把握されている⽅。 
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４．日時・会場 

⽇時：令和５年 2 ⽉ 17 ⽇（⾦）10 時 00 分〜16 時 30 分 
会場：JR 博多シティ９F 第 2 会議室 

https://www.jrhakatacity.com/communicationspace/meetingroom/ 
なお、会議室の⼊り⼝が分かりにくいところにありますので、下記をご覧ください。 

https://www.jrhakatacity.com/communicationspace/meetingroom/access.html 
 
５．タイムテーブル 

10：00−10：10 趣旨説明 
10：10−12：35 カリキュラムに関する話題提供 

話題提供１「カリキュラム・マネジメントの運⽤課題−教養教育運営の経験から−」 
⼩湊 卓夫（九州⼤学 基幹教育院 次世代型⼤学教育開発センター） 

話題提供２「カリキュラム・マネジメントの理解を促す体制と研修―愛媛⼤学の実践から―」 
⽵中 喜⼀（愛媛⼤学教育・学⽣⽀援機構教育企画室） 

話題提供３「カリキュラムの点検における教務情報活⽤の可能性―教学 IR の視点から―」 
丸⼭ 和昭（名古屋⼤学⾼等教育研究センター） 

話題提供４「⽶国のプログラム・レビューと⼭形⼤学の実践」 
 浅野 茂（⼭形⼤学 学術研究院）［⼤学評価コンソーシアム］ 

話題提供５「カリキュラム改善を⽀える情報⽀援」 
嶌⽥ 敏⾏（茨城⼤学 全学教育機構/情報戦略機構）［⼤学評価コンソーシアム］ 

※１つ 15 分の話題提供の後に、総合討論・質疑応答を⾏います。 
※話題提供の内容等は、申込状況（参加される⽅の属性）に応じて、変更する場合があります。 

13：45−15：15 グループ討議 
・教務情報システムの運⽤から⾒えてくるカリキュラムの課題の共有と改善に向けた⽅策につ

いて意⾒交換をしていただきます。（A4・１枚のシートをご⽤意ください。⽇頃感じている課
題を列挙いただいたもので⼗分です。） 

・各班にファシリテーターを配置します。 

15：25−16：25 情報共有・総合討論 
・各班のファシリテーターより討論内容について報告を⾏い、全体討議を⾏います。 

16：25−16：30 アンケート記⼊ 
 
６．開催条件 

 新型コロナウイルス感染症の状況により政府、地⽅⾃治体からの会合⾃粛要請があれば中⽌と
なりますので、あらかじめご承知おきください。 
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７．感染防止対策 

 会議室定員の概ね 50％程度で運⽤します。事前申し込みをされていない⽅はご参加いただけま
せん。 

 予防接種、⼿指消毒、検温、マスク（不織布推奨）着⽤など感染防⽌策へのご協⼒をお願いし
ます。マスクは原則的に外さないでください。他の参加者が不安に感じる⾏動を取られる⽅は
セミナーの途中でも参加をお断りすることがあります。 

 当⽇、セミナーで利⽤している会議室では飲料の摂取が可能です。また、昼⾷時間帯は飲⾷共
に可能としますが、黙⾷にご協⼒ください。（会場が博多駅ですので、飲⾷場所は特段ご案内し
ません。） 

 
８．留意事項 

 原則的に、紙での資料配付はありません。資料及び班分け名簿は、2 ⽉ 15 ⽇（⽔）にオンライ
ンで公開します。グループ討議⽤において配布可能な資料がありましたら班の⼈数分ご持参く
ださい。 

 撮影・録⾳は禁⽌とさせていただきます。ただし、主催者が報告書等作成⽤に撮影・録⾳を⾏
う場合はありますので、ご協⼒ください。 

 「JR HAKATA CITY」「JHC Convention Wifi」のフリーwifi があります。安定的な通信が必要
な⽅は、各⾃でモバイル wifi 等を準備されることをお薦めします。 

 PC 等の打鍵⾳などにつきましては、周りの⽅へのご配慮をお願いします。また、電源は特段、
準備しない予定です。 

 参加費は無料となります。 
 
９．スタッフ 

⼤学評価コンソーシアム：浅野茂（⼭形⼤学）、岩野摩耶（⼭⼝⼤）、江端弘樹（福井⼤）、岡部康
成（帯広畜産⼤）、齋藤渉（東北学院⼤）、○嶌⽥敏⾏（茨城⼤学）、末次剛健志（有明⾼専）、
鈴⽊拓⼈（筑波技術⼤）、関隆宏（新潟⼤）、⼟橋慶章（神⼾⼤）、橋本智也（⼤阪公⽴⼤）、
藤井都百（九州⼤）、藤原将⼈（⽴命館アジア太平洋⼤学） 

九⼤拠点：⼩湊卓夫（九州⼤学） 
愛⼤拠点：⽵中喜⼀（愛媛⼤学）、藤本正⼰（愛媛⼤学） 
名⼤拠点：丸⼭和昭（名古屋⼤学） 
 
11．申し込み方法 

 九州⼤学基幹教育院次世代型⼤学教育開発センターが設定する申し込み受付サイトにおいて、
１⽉ 25 ⽇（⽔）13 時から受付を開始します。URL は以下の通りです。 

https://ueii.kyushu-u.ac.jp/fdp/event/details/246 

 申し込み⽅法の詳細は別紙（5 ページ）をご覧ください。 
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 なお、今後の各種研修等のご案内などを希望される⽅は、以下のメーリングリスト（登録費・
会費無料）にご登録ください。 
⼤学評価コンソーシアム（会員登録）：⼤学評価や IR に関する研修 

https://iir.ibaraki.ac.jp/jcache/index.php?page=member 

九州⼤学基幹教育院次世代型⼤学教育開発センター（拠点 ML 登録）：FD/SD および専⾨的
職員（アドミッション、カリキュラム、IR）に関する研修 

https://www.artsci.kyushu-u.ac.jp/~cfde/mailinglist 

名古屋⼤学⾼等教育研究センター：情報配信サービス（⾼等教育研究センターによる各種セ
ミナーや新刊などの情報をメールでお知らせするサービス） 

https://www.cshe.nagoya-u.ac.jp/service/info/ 

 
10．過去の関連セミナー開催実績について 

 以下の web サイトをご覧ください。 
⼤学評価コンソーシアム 

https://iir.ibaraki.ac.jp/jcache/index.php?page=activity 

九州⼤学基幹教育院次世代型⼤学教育開発センター 
https://www.artsci.kyushu-u.ac.jp/~cfde/prof 

愛媛⼤学教育･学⽣⽀援機構教育企画室 
https://web.opar.ehime-u.ac.jp/ 

名古屋⼤学⾼等教育研究センター 
https://www.cshe.nagoya-u.ac.jp/events.html 

 

12．問い合わせ 

＜申込に対する問い合わせ＞ 
九州⼤学基幹教育院次世代型⼤学教育開発センター 

kyoten@artsci.kyushu-u.ac.jp 
 
＜内容に対する問い合わせ＞ 
⼤学評価コンソーシアムセミナー運営庶務担当：嶌⽥敏⾏（茨城⼤学全学教育機構/情報戦略機構） 

acc2022@ml.ibaraki.ac.jp 
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別紙：申し込み⽅法について 
①  申し込み先ＵＲＬ（https://ueii.kyushu-u.ac.jp/fdp/event/details/246）をクリック。 
② 

 

ページ下部の「お申し込み」欄 
 
九州⼤学関係者以外の⽅は 
「⼀般の⽅の参加登録はこちら」
をクリックしてください。 

③ ＜入力画面＞ 

 

＜入力項目＞ ※印は必須 

・名前 

・所属・役職等 

・メールアドレス 

・参加動機 

・お名前のよみがな 

・職位 

⼊⼒が済んだら、「確認する」をク
リックしてください。 

④ ＜確認画面＞ 

 

 
内容に問題がなければ、「登録」を
クリックしてください。 

⑤ 

 

登録したメールアドレスにこのよ
うな確認メールが来ます。（しばら
く待っても届かない場合には、お
問い合わせ先にご連絡ください。） 

kyoten@artsci.kyushu-u.ac.jp 



6 

 セミナーをキャンセル/ご⽋席される場合には、九州⼤学基幹教育院次世代型⼤学教育開発セ
ンター（kyoten@artsci.kyushu-u.ac.jp）までお知らせください。 

 グループワークの班割りの都合上、無断⽋席はご遠慮ください。 
 


